
三好貴士コーチ インタビュー 〜 Change the Game / 新たなる可能性のために〜 

 
 

Q.今シーズンでアメリカのプロ野球独立リーグにおいてコーチを務めるのは

4 シーズン目になりますが、なぜアメリカでコーチを続けるのでしょうか

？ 

 

A.実は年始にヨーロッパの強豪チームからオファーを受けていました。し

かも複数年（2 年間保証、3 年目は成績次第で契約更新）で監督をして欲し

いというものでした。また、そのチームのジュニアからトップまでを統括

して欲しいというものだったので、正直そのチームに行って働くつもりで

いました。 

 

ただ、1 月の下旬頃にアメリカプロ野球の知り合いの監督さんからコーチ

としてチームに来て、在籍している日本人選手の手伝いもして欲しいと言

われ悩んだ末にアメリカに決めました。理由は昨年度のインタビューでも

伝えたこと、またアメリカでまだ僕自身やり残していることがあるという

ことでした。 

 

それにやはりアメリカのプロ野球に関わらせて頂けるチャンスというのは

誰にでもあるものでもないですし、アメリカはビザやその他全てにおいて

厳しいことばかりなのですが、それが最終的には決め手になったような気

がします。許される限りは色んな意味で厳しく、競争が激しいアメリカで

コーチをしたかったという感じです。 

 

 



Q. NPB（日本プロ野球、以下 NPB）を経験せずにアメリカのプロ野球で

コーチとして働いているのは三好さんが日本人としては初の事例になり

ますが、それに関してはどう考えていますか？ 

 

  以前一人だけハイディ古賀さんという方がアメリカのプロ野球で監督や

コーチをされていたということを聞いたことがあります。また、それ以

外では NPB からコーチ留学のような形もあったと聞いています。NPB

を全く経験していないという意味では確かに僕が初めての事例かもしれ

ませんが、個人的にはそこに大きな意味はないと思っています。 

 

それよりも僕が大切にしたいのはもっと先の可能性のことであって、こ

ちらでのチャンスを次の人たちのために増やすこと、そして当たり前に

優秀な人材が日本だけでなく、アメリカや海外リーグでも活躍できるよ

うにという思いを持って仕事に取り組んでいます。それに当然ですが責

任も感じながら少しでもこちらでも認めてもらえるように自分なりにで

すが、頑張っています。そもそも論ですが、‘‘日本人初‘‘なんてこっちの

人は全く気にしてないと思いますね（笑）色んな人種が混在するのがア

メリカであり、それがアメリカの baseball の質を高くしています。それ

は選手だけでなく、監督、コーチにも同じことが言えると思います。 

 

 

Q.今シーズンはチームとしてどんなシーズンでしたか？また三好コーチ個

人としてはどんなシーズンになったでしょうか？ 

 

 アメリカンアソシエーションリーグといアメリカプロ野球独立リーグの中

でもレベルの高いリーグに属するグランドプレーリー・エアホッグスに



てコーチをしていましたが、本当に今年は選手の怪我やメジャーリーグ

のチームへの移籍などで監督さんはやりくりが大変だったと思います。

これほどルーキー（プロ 1 年目）の選手を抱えてシーズンを過ごしたこ

とがないと言われていました。コーチの僕にできることは監督に意見を

求められた時に答えることと、選手たちが試合に気持ち良く入っていけ

るように準備を手伝うことや、メンタルケアをすることぐらいでした。

チームとして本当に最後まであきらめずにプレーして地区優勝をするこ

とができたのは素晴らしい経験でした。選手たち皆の頑張りが報われた

瞬間でした。 

 

 

  また僕個人としても学んだことが数多くあり、4 年目にしてやっと自分

の中でしたかった準備ができたという実感がありますね。どんなことか

？をここで詳しくはお伝えできないのですが、とにかく実りの多いシー

ズンになりました。それと 4 年目にして初めてかもしれないですが、ア

メリカ人選手たちが僕に技術的な部分の意見を求めることがあったのは



僕個人的には大きな意味がありました。少しですが、僕自身成長を感じ

ることができたと思います。 

  

   

Q.コーチとして今シーズン気をつけていたことがあれば教えて下さい。 

 

A. これは自分が所属しているレベルにもよりますが、大きく言うとコーチ

ングをしなくて良いようにすることですかね。つまり極論すると教える

ことをゼロにしたいということです。そもそも良い選手は自分で考え、

行動し伸びますから。選手に考えさせて力をつけさせる意味でも Over 

Teach をしないことに注意をしていました。それとタイミングと対話で

す。この 2 点も非常に重要な部分なので気をつけていました。 

 

 

Q.最後になりますが、今後の抱負とこれからアメリカプロ野球で監督やコー

チをしたいと思っている人たちに一言あればよろしくお願いします。   

 

 

A. 今後の抱負は今アメリカで行っていることを継続することです。ただ、こ

ればかりは相手のある話しなので今後どうなるか分かりませんが、次にチ

ャンスが創り出せるように日々自分のスキルアップに取り組んで行きたい

と思っています。小さなことを積み重ねて運気を呼び込みたいと思います

。それから一言ということですが・・・・ 僕は何かを伝えられるほどた

いしたこともできてないのですが、行動することじゃないですかね？どん

なこともそうですが、行動を起こさないとチャンスは創り出せないし、周



りが自分のやっていることに何かを言ったとしてもやり抜く力がないと何

も実現していけないと思います。 

 

 

 

 


